








































































いる。それが私には印象的 。歴史的な南京陥落が鮮明な印象となって脳裏に焼き付いていたからだとしても、四十六年後にここまで具体的 固有名詞が時系列的 思い出せるものではない。自らの日常生活に不可欠な生年月日
00













































し、翌十三年一月三日に上海に戻っている。日本と通信可能な上海でこの間の見聞談を書き上げ、それを﹁続江南画信﹂として二月 六日から上毛新聞に連載し 、三月十九日の第三十二信に慰霊祭を報告して筆を擱いている。一カ月以上 三十二回におよぶ長期連載であった。その南京便りも上海便りと同じく一つの見事な戦地通信となっていて、私たちの知らない事実を数多く伝えている。住谷の体感した陥落後の南京は、一人歩きなど誰も考えだにしない、敗残兵と野犬の出没する それゆえ友軍から発砲されかねない危険な戦場であった。　
復刻に際しては歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに改め、














































































































良く軍を司令せられたその功績の程は、吾々国民の感謝のほかなき次第であって、この数分中に私も国民の一員として、僭越 がら代表せる気持で篤く敬意を表した であった。◇⋮⋮出雲の戦功武運は今こ に喋々するまでもなく、




















































































































































︵注、税関︶見ゆ。明徳五年︵紀元前三五〇年頃︶周の時代の築城、通州城 。支那近代の財政家として有名なる故張賽 生地にて、彼の力にて工業都市となり、紡績、搾油、製粉、製塩、漁業地として、特に通州綿は今なお有名なり。◇⋮⋮江陰に近づくや右に山脈が被いて、長江を圧す。長山、粛山、恐ろしい砲が見下 山脈 並ぶ。レンズの力を借 て眺むれば、すでに先日、本艦の江陰攻撃にすでに敗れて、今はただ我が哨兵の見張り るのみ 寒空の暮れんとする山の嶺に歩哨の姿もまた警戒の任務重いことである。◇⋮⋮ここは広い長江河幅 せばまりて、長江防備第一関門にして、李鴻章の築きし砲台 はじ 流石に名勝、良き地に備えしに感じ入る。 ︵昭和十三年二月二十二日掲載。絵の落款は﹁江陰砲台昭和十二年十二月住谷画﹂となっている︶⑧
長江の水先案内人
























































































































は静かに南京下流沖に止まった。闇の中をすかして見れば、赤く えた江上に幾杯かの軍艦が黒く置物の如く遠く近く止まって、中にはピカッピカッと信号している艦もあるようやく艦橋の士官も下りて士官室に集まった。一日立ちずくめの艦長はじめ各士官。 ﹁ご苦労ぢや 喃！﹂ 。艦長からの慈愛 こもった挨拶に一同元気な颯爽とした態度で、快活な眼をかがやかす。警戒管制 暗い甲板か 下りて、明るい士官室は、早、煙草でみなぎる。揚子江水先人のＭ
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空地やクリークにも、焼け跡を巡って至るところ 、敵の屍が見えて、衣類やら屍やら判然とせぬ程に散乱している。数頭の馬の土左衛門と混じって、半身水に浸ったのや、半裸体のや、しばし言葉も出でぬ。◇⋮⋮勇気を鼓 て城門に至る これは挹
ゆうこうもん
江門と城壁















ちょうど幸いであるから、帰りにはぜひ訪ねてみたいと考えたりしているうちに、自動車は衣類や兵器と混って散乱している敵の死体をよけつつ進む。◇⋮⋮左に右に、鉄道部、軍政部、外交部、司法部、行政部、財政部等が目立って立派な新築で ほかの町家は極めて粗末な近代的商店の、並ぶところどころに空地あり 竹藪あり、クリークのような水溜り等がある。◇⋮⋮軍政部、司法部等は我が空襲を受けて火災を起し、すでに廃墟と化して る。自動車はどんどん走り続けた。この道路は南京市街を縦走する大 脈とでも言うべき中山路である。自動車は の中央部を過ぎて、 うとう市の東端である中山門近くでやっと止まったのには驚いた。◇⋮⋮そこは役所風の土壁 囲まれた大きな家で、いかにも支那風に飾られた門の柱には大きく同盟通信社とチョークで書いてあって、中へ這入って見ると、庭
には焚火にあたっている三人ばかりの従軍記者が村上君
を待っていたのである。椅子やテーブルを庭に不規則に置かれて、食事もそこ し いたらしく、缶詰の空缶や飯盒等も置い あ た。家 中を見る 、支那軍 兵器の付属
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ある。◇⋮⋮私は同盟通信社の宿所で、自転車を一台手に入れ、これを幸い南京市内を縦横に駆け回ることにした。古い自転車ではあったが、良く走った。中山路を引き返て右へまがると、別な広 コンクリートの道路へ出た。そこに大きな新しい城門が て、上に国民政府と浮き字になっている。ここ 敵南京政府の大本営であった だ。◇⋮⋮今しも我が陸の兵士が一中隊程で昼食をたべている
???????????. ??????????
????




での戦いの思い、なお今後 戦いを考えさせられるのである。 ︵昭和十三年三月十一日掲載。絵の落款は﹁南京本部内我が陸軍休憩す住谷磐根写印﹂となって る︶
光華門と脇坂部隊
◇⋮⋮城内飛行場の宏大な原を遙かに南へ行くと光華門の激戦の様子は、当時内地へ相当詳細に報道されたとのこであるが、今なま新らしい戦跡を見て、いか 苦戦であったかを充分想像される。城門は二重になっている。通路は一つで、城外は道をはさんで









チの道具を片づけて立ち上った。ここから揚子江 軍艦○○までは約三里︵注、約十二キロ︶ らいはある もし残敵に狙撃されたならばと思うと、自然に帰路を急ぐ であ
る。◇⋮⋮中山路に出ると、陸戦隊や、陸軍の兵士がトラック等で走っていたり、三々五々歩いているので、私も元気よく自転車にスピードを出して走った。行く時は自動車だったが、帰りは自転車で、あちらこちらと市内の様子に眼を向けてい ので、い





























ですなア﹂ 軍医長。◇⋮⋮しかし私は真剣であった。大勢にはか わない。 ﹁白瀬中尉の南極探検で野獣に追われる住谷画伯﹂と機関長 いやなかなか皆お口が悪い。 人肉を食べた犬 とてもうまいそうだ。陸軍さんは盛んにピストルでぶち殺しては食べている ﹂と水先案内。 ﹁冗談じゃあない。犬なんか。まさか食べるものか。驢馬だよ、驢馬を食べるのだよ﹂と機関長がやり返す。◇⋮ 話は、揚子江上流の美しい風景に遷
うつ
って行った。三峡の険のあた
り、南画そのままの風景 と言う人があると ﹁南画の源は揚子江の源と一所だ﹂と、また一方 やり返す。日本 、洋画、南画と絵の話に遷る。風向きがまた変っ 来たと、私は黙って拝聴していると
、 ﹁住谷さん、絵を描くには宜




























末な垣根の外から仰ぎ見る金陵女子大学 建物は極彩色の立派な建物であるが、屋根は防空の色に塗られて る。垣根の中を覗いて見ると、校舎は幾棟もあって、石畳 歩道が庭内を縦横に立
マ
っていて、若い女の姿がちらほら見えた。
金陵女子大学は、上海の復旦大学と共 、抗日教育の最高学府と見られている。◇⋮⋮残敵が相当 の避難民区域へ逃げ込んでいるとのことで、危険な所である。私は次に方向を代えて、中山路の左の丘陵に足を向けたのである。北極閣︵注、標高五十メートル、南京第一の眺望の地点、その西方山腹に守備隊兵舎 あり、要害の地として以前は登山禁止︶ 、鶏鳴寺
︵注、古くから城兵の駐屯地ともなった
要害の地にして景勝の地︶等があって、遊覧地区ではあが、林の中の鉄道踏み切りの附近には、敵遺棄死体があちらこちらにごろごろ いる。◇⋮⋮私 写生 道具を広げて、北極閣や紫金山を写生した 二時間 あ 。北極閣も鶏鳴寺も見物の価値あるところとして、南京の名所であ
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に隊伍を正しく退場する我が将士にも、また遠く故国に在って銃後 守る国民にも、なお懸って重大なる使命が幾多残され あることを切々 想い、万感措
お
く能
あた
わざるもの
があった。 ︵昭和十三年三月十九日掲載︶注︵
?︶　
住谷﹃点描武蔵野﹄ ︵武蔵野新聞社、昭和五十五年︶の
奥付参照。
︵
?︶　
手島仁﹁海軍従軍画家・住谷磐根﹂ ﹃群馬県立歴史博物
館紀要﹄第二九号、二〇〇八年、五九頁～六一頁。住谷家と磐根の生涯についてはこの﹁海軍従軍画家・住谷磐根﹂と住谷磐根﹃点描武蔵野﹄に拠った。
︵
?︶　﹁証言による︿南京戦史﹀⑩﹂三一頁、 ﹃偕行﹄昭和六十年︵一九八五年︶一月号。住谷の証言の初出は﹃東郷﹄昭和五十八年十二月号。
︵
?︶　
南京突入直前の海軍の戦闘については東中野修道﹃再現
?????????????????. ?????
???????????
南京戦﹄ ︵草思社、平成十九年︶一〇四頁以下を参照のこと。
︵
?︶　
佐藤大雄﹃南京の古蹟﹄ ︵昭和十八年、昭和四十一年、
私家版︶四一頁、六四頁。
︵
?︶　
佐藤﹃南京の古蹟﹄六五頁。
